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予定通り
進捗

予定通り
進捗

B B

B

≪事業の最終目標≫
　将来の行政コストや将来負担などの情報をはじめ、政策形成段階における情報を市民と共有しながら、市
民が市政に参画した予算編成を行う。

改革実施項目名称（細項目） 予算編成過程を含め政策形成段階での情報共有

現状と課題
（これまでの取組み）

　これまで、予算編成方針や重点事業を中心とした事業の予算編成過程の情報を公開してきた。今後は行政コストや将
来負担などの情報を市民と共有し、選択と集中を図ることが重要である。

≪計画期間の目標≫
　将来の行政コストや将来負担などの情報をはじめ、政策形成段階における情報を市民と共有することによ
り、これまで以上に市民が市政に参画した予算編成が可能となる。

事業の目標・目的
（考えられる効果）

重点改革項目Ⅱ　市民や民間とのパートナーシップ・連携の深化

取組項目（中項目） 2　市民との情報共有と市民参画の推進 32

具体的な取組項目（小項目） 1　市民への情報公開・情報発信、市民との情報共有の徹底した推進

担当課
政策調整課●
財務課

計
画
期
間
の
中
間
評
価

（平成29年度に実施） 中間評価

上半期
（4～9月）

・予算編成方針及び予算
要求内容の公開準備
・財政予測計画の公開

・予算編成方針及び予算
要求内容の公開準備
・財政予測計画の公開

年
度
評
価

（年度終了後に実施） 平成27年度 平成28年度

取組工程、指標に対する評価

財政予測計画の公開や、
次年度重点事業等の予算
要求にかかる市民意見の
募集により、政策形成段
階における情報を市民と
共有し予算編成を行っ
た。

平成29年度以降

取組工程、指標に対する評価
（指標の適正性等）

　財政予測計画の公開や、次年度重点事業等の予算要求にかか
る市民意見の募集により、政策形成段階における情報を市民と
共有し予算編成を行った。また、事業の推進にあたっても、暮
らしの点検・評価アドバイザー制度を設け、意見をいただくな
ど、市政へ参画していただく仕組みを実施した。

　引き続き、予
算編成過程にお
ける情報公開や
市民意見の募集
により、政策形
成段階における
情報を市民と共
有しながら、情
報共有の手法を
さらに検討して
いく。

課題、今後の方針、改善事項など

　引き続き、政策形成段階における情報を市民と共有し、市政に参画い
ただくとともに、実施手法についてはさらに検討していく必要がある。

財政予測計画の公開や、
次年度重点事業等の予算
要求にかかる市民意見の
募集により、政策形成段
階における情報を市民と
共有し予算編成を行っ
た。

課題、今後の方針、改善事項など
政策形成過程における情報共有の
手法のさらなる検討

政策形成過程における情報共有の
手法のさらなる検討

進
捗
管
理

取組の内容

　今後の財政予測を公開するほか、重点事業をはじめとした政策形成過程の情報共有の手法の検討・実施や
予算編成過程における情報公開の拡充を図る。

改
革
実
施
概
要

取組工程
（具体的な内容）

現状
（平成26年度）

平成27年度 平成28年度 中間目標／
29年度以降計画 実績 計画 実績

予算編成過程に
おける予算要求内
容や編成過程や
今後の財政予測を
公開

・引き続き、予算編
成過程における予
算要求内容や今
後の財政予測を公
開
・政策形成段階に
おける情報公開手
法の検討

・財政予測計画を
公開
・実施計画に基づ
く次年度重点事業
等の予算要求にか
かる市民意見の募
集及び査定状況
の公開

・引き続き、予算編
成過程における予
算要求内容や今
後の財政予測を公
開
・政策形成段階に
おける情報公開手
法の実施

・財政予測計画を
公開
・実施計画に基づ
く次年度重点事業
等の予算要求につ
いて市民意見を募
集し、予算編成過
程に取り入れ、査
定結果を公開

引き続き実施

指
標

（各年度10月に実施） 平成27年度 平成28年度

取組の状況
※平成29年度上半
期に計画期間の中
間評価を実施する。



No.

≪事業の最終目標≫
　将来の行政コストや将来負担などの情報をはじめ、政策形成段階における情報を市民と共有しながら、市
民が市政に参画した予算編成を行う。

改革実施項目名称（細項目） 予算編成過程を含め政策形成段階での情報共有

現状と課題
（これまでの取組み）

　これまで、予算編成方針や重点事業を中心とした事業の予算編成過程の情報を公開してきた。今後は行政コストや将
来負担などの情報を市民と共有し、選択と集中を図ることが重要である。

≪計画期間の目標≫
　将来の行政コストや将来負担などの情報をはじめ、政策形成段階における情報を市民と共有することによ
り、これまで以上に市民が市政に参画した予算編成が可能となる。

事業の目標・目的
（考えられる効果）

重点改革項目Ⅱ　市民や民間とのパートナーシップ・連携の深化

取組項目（中項目） 2　市民との情報共有と市民参画の推進 32

具体的な取組項目（小項目） 1　市民への情報公開・情報発信、市民との情報共有の徹底した推進

担当課
政策調整課●
財務課

取組の内容

　今後の財政予測を公開するほか、重点事業をはじめとした政策形成過程の情報共有の手法の検討・実施や
予算編成過程における情報公開の拡充を図る。

予定通り
進捗

予定通り
進捗

B C

B

財政見通しを公開
（集中改革期間の
改革効果は未反
映）

引き続き実施

改
革
実
施
概
要

取組工程
（具体的な内容）

現状
（平成26年度）

平成29年度 平成30年度 最終目標／
31年度以降計画 実績 計画 実績

予算編成過程に
おける予算要求内
容や編成過程や
今後の財政予測を
公開

引き続き実施 ・財政予測計画を
公開
・次年度重点事業
等の予算要求内
容と事務事業点検
での点検事業につ
いて情報公開する
とともに、市民意見
を募集

引き続き実施

平成31年度以降

　最終年度は例年と異なる予算編成を行ったため、市民意見の
募集は行わなかったが、他は工程どおり、財政予測の公開とと
もに、政策形成段階における情報公開を行い、市民との共有を
図った。また、事業の推進にあたっては、暮らしの点検・評価
アドバイザー制度を設け、意見を頂くなど、市政へ参画してい
ただく取組みを実施した。

　引き続き、予
算編成過程にお
ける情報公開や
市民意見の募集
により、政策形
成段階における
情報を市民と共
有しながら、情
報共有の手法を
さらに検討して
いく。

　引き続き、政策形成段階における情報を市民と共有し、市政に参画い
ただくとともに、実施手法についてはさらに検討していく必要がある。

課題、今後の方針、改善事項など

取組工程、指標に対する評価
（指標の適正性等）

計画期間の評価

（各年度10月に実施） 平成29年度 平成30年度

計
画
期
間
の
評
価

・予算編成方針及び予算
要求内容の公開準備
・財政予測計画の公開

取組工程、指標に対する評価

課題、今後の方針、改善事項など

上半期
（4～9月）

・予算編成方針及び予算
要求内容の公開準備
・財政予測計画の公開

進
捗
管
理

取組の状況

年
度
評
価

（年度終了後に実施） 平成29年度 平成30年度

財政予測計画の公開や、
次年度重点事業等の予算
要求内容、事務事業点検
での点検事業にかかる市
民意見を募集するなど、
政策形成段階における情
報を市民と共有し予算編
成を行った。

例年とは異なる過程で予
算編成を行ったため、市
民意見の募集を行わな
かった。従来公開してい
た、財政予測計画は、
「収支見通し」として発
表した。

政策形成過程における情報共有の
手法のさらなる検討

政策形成過程における情報共有の
手法のさらなる検討

指
標


